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振

興

会

長

就

任

あ

い

さ

つ 

令
和
元
年
度
自
治
（
地
域
）
振
興
会 

 
 
 

定
期
評
議
委
員
会
開
催
さ
れ
る 

杉
浦 

昇
会
長
新
任
さ
れ
る
！ 

令
和
元
年
度
自

治
振
興
会
及
び
地

域
振
興
会
定
期
評

議
委
員
会
は
、
４
月

28
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
よ
り
海

老
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

定
期
評
議
委
員

会
に
は
、
今
回
は
総

勢
61
名
（
振
興
会

評
議
委
員
27
名
、
振
興
会
理
事
21
名
、
各
種
団
体
13
名
）

の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

矢
後
昭
男
会
長
挨
拶
の
後
、
議
長
・
書
記
の
選
出
を
行
い
、

議
長
に
は
、
七
軒
自
治
会
五
十
嵐
喜
信
氏
、
書
記
に
は
、
練

合
自
治
会
矢
後
治
彦
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
会
計
よ
り
平
成
30
年
度
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た

後
に
、
会
計
監
査
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
会
計
報
告
は

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後
、
令
和
元
年
度
予
算
の
審

議
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

海
岸
整
備
特
別
委
員
会
、
海
老
江
ま
つ
り
資
料
館
に
つ
い
て

の
報
告
が
行
わ
れ
、
更
に
、
新
理
事
の
報
告
・
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
自
治
振
興
会
・
地
域
振

興
会
と
も
に
杉
浦 

昇
会
長
（
中
町
自
治
会
長
）
選
任
・
承

認
。
ま
た
、
会
計
監
査
に
高
和
正
純
（
練
合
）、
高
松
正
明

（
中
町
）
の
両
氏
が
選
任
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

休
憩
後
、
地
域
振
興
会
定
期
評
議
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

初
め
に
自
治
振
興
会
総
務
よ
り
平
成
30
年
度
会
務
報
告
、

会
計
よ
り
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
後
に
、
会
計
監
査
よ
り
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

令
和
元
年
度
事
業
計
画
、
令
和
元
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
後
、
平
成
30
年
度
射
水
市
要
望

書
回
答
や
海
老
江
雨
水
ポ
ン
プ
場
等
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑
で
は
、
新
港
火
力
発
電
所
の

防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
協
定
等
に
関
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
、
ま
た
市
へ
の
要
望
に
関
し
て
は
、
要

望
の
集
約
に
関
し
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
矢
後
昭
男
氏
・
杉
浦 

昇
氏
の
新
旧
会
長
か
ら

退
任
・
就
任
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
定
期
評
議
委
員
会
を
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。 

              

海
老
江
地
域
振
興
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

杉
浦 

昇 

  

向
暑
の
候 

皆
様
方
に
は
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
地
域
振
興
会

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

こ
の
度
、
海
老
江
地
域
振
興
会
の
定
期
評
議
委
員
会
に
お

き
ま
し
て
、
矢
後
昭
男
氏
の
後
任
と
し
て
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
先
人
達
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
地
域
活
動
を
引
継

ぎ
、
よ
り
充
実
し
た
地
域
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
努
め
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
海
老
江
ま
つ
り
資
料
館
が
完
成
し
、
３
月
24
日

海
老
江
振
興
会
ニ
ュ
ー
ス 

No.80 

発
行
日 

令
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日 

発
行
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江
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域
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興
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発
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に
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
８
年
８
月
か
ら
海

老
江
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

で
検
討
さ
れ
、
翌
平
成
９
年
10
月
の
自
治
振
興
会
の
定
期

委
員
会
に
答
申
さ
れ
て
か
ら
21
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
お

り
、
完
成
に
際
し
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
資
料
館

に
は
地
域
の
祭
礼
や
郷
土
史
、
民
族
文
化
的
資
料
が
多
く
展

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
価
値
や
歴
史
を
再
認
識
す
る
絶
好
の

場
で
す
。
是
非
一
度
、
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

次
に
、
地
域
振
興
会
は
企
画
の
策
定
を
進
め
い
く
過
程
に

お
い
て
は
、
行
政
と
の
連
携
を
充
分
に
図
り
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
行
政
と
地
域
が
と
も
に
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
学
び
、
汗
を
流
す
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
価
値
観
の
多
様
性
、
地
域
へ
の
愛

着
・
帰
属
意
識
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
隣
近
所
と
の
つ
き
あ

い
が
希
薄
し
て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
町

内
の
役
員
や
世
話
役
を
引
き
受
け
る
人
の
減
少
、
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
の
増
加
な
ど
に
よ
り
地
域
活
動

が
衰
退
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
血
縁
や
地
縁
、
職
縁
以
外
に
趣
味
や
嗜
好

な
ど
の
好
き
な
も
の
で
人
々
が
繋
が
る
時
代
が
来
る
、
と
あ

る
雑
誌
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
期
待
感
が
増
し
ま
す
が
、

後
継
者
の
選
任
・
育
成
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
明
る
く
楽
し
く
元
気
の
あ
る
海
老

江
に
な
り
ま
す
よ
う
副
会
長
、
事
務
局
長
、
理
事
等
と
の
連

携
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令
和
元
年
度 

 
 

海
老
江
地
域
振
興
会
事
業
計
画 

4
月
14
日
（
日
） 

内
川
清
掃 

4
月
28
日
（
日
） 

振
興
会
定
期
評
議
委
員
会 

5
月
31
日
（
金
）） 

団
体
長
会
議 

6
月
16
日
（
木
）） 

富
山
新
港
火
力
安
全
協
議
会 

7
月
1
日
（
月
） 

振
興
会
ニ
ュ
ー
ス
発
行 

7
月
5
日
（
金
） 

日
本
海
ガ
ス
安
全
協
議
会 

7
月
7
日
（
日
） 

海
岸
一
斉
清
掃 

7
月
12
日
（
金
）） 

企
業
と
の
懇
談
会 

7
月
13
日
（
土
） 

海
浜
公
園
安
全
祈
願
祭 

8
月
3
日
（
土
） 

納
涼
盆
踊
り
の
夕
べ 

8
月
4
日
（
日
） 

ふ
れ
あ
い
・
漁
り
火
道
路
除
草 

8
月
15
日
（
木
） 

第
71
回
平
和
祭 

8
月
下
旬 

 

  

令
和
2
年
度
市
事
業
に
対
す
る
要
望 

書
の
提
出 

9
月
8
日
（
日
） 

敬
老
会 

9
月
15
日
（
日
） 

東
部
地
区
振
興
会
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル 

フ
大
会 

9
月
29
日
（
日
） 
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
新
湊
除
草 

10
月
6
日
（
日
） 

第
44
回
住
民
運
動
会 

10
月
20
日
（
日
） 

射
水
市
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

10
月
27
日
（
日
） 

「
富
山
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
」
協
力 

11
月
3
日
（
祝
） 

海
老
江
コ
ミ
セ
ン
文
化
ま
つ
り 

令
和
2
年 

1
月
1
日
（
水
） 

振
興
会
ニ
ュ
ー
ス
発
行 

1
月
12
日
（
日
） 

左
義
長
の
集
い 

平
成
30
年
度 

 
 

  

海
老
江
地
区
要
望
の
回
答
が
届
く 

１ 

雨
水
対
策
に
つ
い
て 

要
望
：  

①
雨
水
ポ
ン
プ
場
に
繋
が
る
都
市
下
水
路
の
清

掃 

 

②
国
道
415
号
線
側
溝
等
の
ジ
ェ
ッ
ト
洗
浄
に
よ

る
全
面
清
掃 

回
答
：  

①
平
成
29
年
度
よ
り
清
掃
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
継
続
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

②
国
道
415
号
の
側
溝
清
掃
は
、
管
理
者
で
あ
る

県
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

２ 

海
老
江
海
浜
公
園
に
つ
い
て 

要
望
： 

①
第
２
期
工
事
の
早
期
完
成
と
背
後
地
の
計
画

見
直
し 

②
現
在
の
海
水
浴
場
の
維
持
管
理
の
充
実
強
化

と
に
ぎ
わ
い
創
造
の
施
策 

③
人
工
リ
ー
フ
に
つ
い
て
は
地
元
と
の
合
意
し

た
工
事
に
よ
り
、
早
期
の
完
成
。 

回
答
： 

①
海
岸
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
元

の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
国
・
県
へ
働
き
か
け
ま

す
。 

②
海
水
浴
場
の
維
持
管
理
や
賑
わ
い
創
出
は
、
今

後
も
海
老
江
地
域
振
興
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
運
営
し
ま
す
。 

③
海
岸
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
元

の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
国
・
県
へ
働
き
か
け
ま

す
。 
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３ 

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

要
望
： 

①
こ
ど
も
園
前
の
既
設
信
号
機
設
置
位
置
の
再

検
討 

②
海
浜
公
園
道
路
内
の
駐
車
禁
止
標
識
の
取
付 

③
海
浜
公
園
道
路
内
の
大
型
貨
物
車
等
の
進
入

禁
止
標
識
の
取
付 

④
横
断
歩
道
の
実
施
（
３
箇
所
） 

⑤
信
号
機
の
設
置
（
市
道
海
老
江
154
号
線
道
路

拡
幅
後
） 

⑥
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置 

⑦
交
通
事
故
多
発
に
よ
る
角
切
り
の
実
施 

回
答
： 

①
市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
北
側
の
退
避
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
い
も
の
の
、
現

状
で
問
題
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。」

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
貴
振
興
会
か
ら
も
射
水

警
察
署
へ
直
接
要
望
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
市
か
ら
も
射
水
警
察
署
へ
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

②
市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
同

箇
所
に
つ
い
て
は
、
公
園
内
で
あ
り
、
不
特
定
多

数
の
車
両
の
通
過
が
見
込
め
な
い
こ
と
等
か
ら
、

駐
車
禁
止
・
大
型
車
通
行
禁
止
共
に
現
状
で
は
規

制
が
難
し
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
夏
季
の

迷
惑
駐
車
対
策
を
検
討
し
ま
す
。」
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
貴
振
興
会
か
ら
も
射
水
警
察
署
へ

直
接
要
望
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
市
か
ら
も
射
水
警
察
署
へ
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

③
市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
既
に
設
置
済
み
で
す
。」
と
の
回
答
を
得
ま
し

た
。 

④
市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
退
避
ス
ペ
ー
ス
や
利
用
者
数
の
問
題
か
ら
、
現

状
で
は
、
新
規
の
設
置
は
困
難
と
認
め
ら
れ
ま

す
。」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
貴
振
興
会
か
ら

も
射
水
警
察
署
へ
直
接
要
望
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
市
か
ら
も
射
水
警
察
署

へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

⑤
市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
当
該
信
号
機
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に

警
察
本
部
へ
上
申
し
て
お
り
ま
す
。」
と
の
回
答

を
得
ま
し
た
。
貴
振
興
会
か
ら
も
射
水
警
察
署
へ

直
接
要
望
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
市
か
ら
も
射
水
警
察
署
へ
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

⑥
市
内
全
域
に
お
い
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
要
望

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
優
先
順
位

を
勘
案
の
上
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

⑦
市
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
性
及
び

緊
急
性
等
を
考
慮
し
順
次
整
備
し
て
い
ま
す
。
要

望
箇
所
に
つ
い
て
は
、
沿
線
地
権
者
の
同
意
と
、

用
地
買
収
等
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
整
備
に
つ

い
て
検
討
い
た
し
ま
す
。 

４ 

道
路
の
改
良
に
つ
い
て 

要
望
： 

①
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
南
北
道

路
（
２
箇
所
）
の
改
良
整
備 

②
既
存
国
道
415
号
線
が
最
近
の
大
型
車
に
耐
え

ら
れ
る
か
の
道
路
診
断
と
対
策
実
施 

回
答
： 

①
数
多
く
の
用
地
買
収
、
物
件
移
転
の
協
力
が
必

要
で
あ
り
、
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
課

題
と
し
ま
す
。 

②
引
き
続
き
、
管
理
者
で
あ
る
県
高
岡
土
木
セ
ン

タ
ー
へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

５ 

石
炭
灰
処
分
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て 

要
望
： 

海
老
江
地
内
の
北
陸
電
力
㈱
石
炭
灰
処
分
場

（
B
区
画
）
の
埋
め
立
て
完
了
後
の
有
効
活
用 

回
答
：
未
利
用
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
と
連
携
を
図
り
、

企
業
を
誘
致
す
る
な
ど
、
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

６ 

高
波
、
浸
食
対
策
に
つ
い
て 

要
望
： 

高
波
に
対
処
す
る
海
老
江
海
岸
の
抜
本
的
浸
食

対
策
と
工
事
促
進
及
び
流
木
等
処
理
対
策 

回
答
： 

高
波
、
浸
食
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

地
元
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
国
・
県
へ
働
き

か
け
ま
す
。 

７ 

曳
山
に
つ
い
て 

要
望
： 

海
老
江
曳
山
の
修
理
保
存
対
策
及
び
補
助
金
の

増
額 

回
答
： 

曳
山
車
の
修
理
助
成
に
つ
い
て
は
、
市
の
文
化
財

の
助
成
制
度
の
中
で
も
手
厚
い
助
成
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
伝
統
文
化
の
保
存
継

承
の
観
点
か
ら
、
助
成
制
度
を
維
持
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

８ 

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
な
ど
の
樹
木
管
理
に
つ
い
て 

要
望
： 

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
・
公
園
・
ふ
れ
あ
い
道
路
・
漁

火
道
路
に
於
け
る
樹
木
を
定
期
的
に
剪
定
な
ど

に
よ
り
環
境
整
備
の
実
施
を
要
望
し
ま
す
。 

回
答
： 

定
期
的
な
樹
木
の
剪
定
は
、
困
難
な
状
況
で
す
。

今
後
と
も
、
現
地
に
て
優
先
度
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
な
が
ら
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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海

老

江

ま

つ

り

資

料

館 

９ 

県
道
、
七
美
・
荒
屋
線
の
建
設
促
進 

回
答
： 

射
水
市
の
重
点
事
業
で
あ
る
（
仮
称
）
七
美
四
方

荒
屋
線
射
水
市
側
の
早
期
事
業
化
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
県
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。
射
水
市
側
に
つ
い
て
は
、
延
長
が
約

５
km
と
長
く
、
そ
の
整
備
に
は
多
額
の
事
業
費

を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
区
間

と
一
体
と
な
る
国
道
415
号
富
山
東
バ
イ
パ
ス
や

県
道
姫
野
能
町
線
の
整
備
の
進
捗
状
況
、
周
辺
の

交
通
量
や
地
域
の
開
発
動
向
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
地
元
の
富
山
市
や
射
水
市
と
も
十
分
に

協
議
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
聞

い
て
い
ま
す
。 

１０ 

海
老
江
児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

要
望
： 

既
存
の
和
式
ト
イ
レ
（
３
箇
所
）
を
洋
式
に
改
装

す
る
。 

回
答
： 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
他
公
共
施
設
に
お
け
る
設
置
状
況

等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。 

   

海
老
江
ま
つ
り
資
料
館 

館
長 

矢
後 

武
文 

昨
年
12
月
に
会
館
の
完
成
を
受
け
、
企
画
展
示
委
員
会

を
発
足
し
中
西
重
治
氏
を
委
員
長
に
選
出
し
、
３
月
24
日

開
館
に
向
け
、
た
く
さ
ん
提
供
さ
れ
た
展
示
物
品
等
を
整

理
・
精
査
し
、
祭
り
の
資
料
・
売
薬
、
郷
土
歴
史
の
資
料
を

厳
選
・
展
示
し
開
館
準
備
を
進
め
ま
し
た
。 

竣
工
式
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
野

市
長
を
始
め
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
、
そ
し
て
大

勢
の
住
民
の
皆
様
の
見
守
る
中
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
矢
後
振
興
会
長
を
ふ
く
む
６
名
で

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
始
ま
り
、
東
明
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
・
浜
開
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
演
武
の
披

露
で
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
万
雷
の
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。 

          

完
成
祝
賀
会
で
は
、
夏
野
市
長
・
吉
野
市
議
会
議
長
の
祝

辞
を
賜
り
、
四
方
正
治
県
議
の
乾
杯
の
発
声
で
宴
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
射
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
・
新
湊
め
で
た
保
存
会
の
歌
と
舞
・
高
林
環
さ
ん
に
よ

る
日
本
舞
踊
、
さ
ら
に
東
町
・
中
町
両
青
年
団
よ
る
木
遣
り

歌
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

          



№80 海老江振興会ニュース 

5 

海
老
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

社
会
見
学
会
（
白
川
郷
） 

富
山
マ
ラ
ソ
ン
2019
実
施
に
係
る
協
力
依
頼 

            

５
月
末
現
在
ま
で
の
来
館
状
況
は
来
館
者
６
５
０
数
名

を
数
え
、
日
々
説
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力
を
受
け
て
、

楽
し
く
見
学
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
は

高
い
評
価
を
も
ら
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
励
み
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

当
面
の
目
標
と
し
ま
し
て
は
、

日
々
Ｐ
Ｒ
活
動
に
積
極
的
に
力

を
入
れ
、
同
時
に
展
示
品
の
精

査
、
提
供
い
た
だ
い
た
全
て
の

民
芸
品
等
を
順
次
展
示
し
て
い

き
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
は
す

で
に
ご
来
館
い
た
だ
き
見
学
は

済
ん
で
お
ら
れ
る
事
と
存
じ
ま
す
が
、
ま
た
親
類
・
友
人
等

を
誘
い
、
ご
来
館
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

   

６
月
３
日(

月)

生
涯
学
習
講
座
・
社
会

見
学
会
が
38
名
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 今

回
は
世
界
文
化
遺
産
の
白
川
郷
へ
行
き
、
荻
町
合
掌
造

り
集
落
を
各
自
、
自
由
散
策
し
ま
し
た
。
村
内
で
は
数
名
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
重
要
文
化
財
の
家
や
寺
院
を
見
学
、

民
芸
品
の
お
店
や
五
平
餅
な
ど
の
食
べ
物
屋
に
行
っ
た
り
、

懐
か
し
い
風
景
を
写
真
に
撮
っ
た
り
と
大
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。
昼
食
は
合
掌
造
り
の
建
物
で
蕎
麦
と
山
菜
の
天
ぷ
ら

等
を
い
た
だ
き
、
荻
町
城
跡
の
展
望
台
か
ら
集
落
を
一
望
し

て
か
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

海
老
江
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
は
市
バ

ス
を
利
用
し
た

社
会
見
学
会
を

こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
て

い
ま
す
。
参
加
人

数
に
は
限
り
は

あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

   

富
山
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
よ
り
、
今
年
も
海
老

江
地
区
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
大
会
の
概
要 

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、
高
岡
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト

し
、
新
湊
大
橋
な
ど
を
通
り
、
立
山
の
大
パ
ノ
ラ
マ
な
ど
富

山
県
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
富
山
市
の
富
岩
運
河
環
水

公
園
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。 

開

 

催

 

日
：
２
０
１
９
年
10
月
27
日
（
日
） 

マ

ラ

ソ

ン
：
１
３
，
０
０
０
人 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
：
１
，
０
０
０
人
（
約
４
km
） 

車

い

す
：
30
人
（
約
９
km
） 

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

海
老
江
地
区
か
ら
は
、
例
年
通
り
自
治
振
興
会
と
体
協
か

ら
参
加
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
単
位
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

◎
沿
道
で
の
応
援 

県
外
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
含
み
、
多
数
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
メ
ダ
リ
ス
ト
の
有

森
裕
子
さ
ん
や
、
元
競
泳
選
手
の
松
田
丈
志
さ
ん
も
参
加
さ

れ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
沿
道
に
出
て
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1497626849/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5zb3phaS1saWJyYXJ5LmNvbS93cC1jb250ZW50L3VwbG9hZHMvMjAxNS8wMS8zNjE1LTQ1MHgzMzcuanBn/RS=%5eADBpf.m59G1bvWcY.3Kp0c1p3zAg1s-;_ylt=A2RinFJgp0JZVAYABQKU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1560612244/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wdWJsaWNkb21haW5xLm5ldC90YWcvJUU2JUI3JUJCJUU0JUI5JTk3JUU1JTkzJUExJUVGJUJDJTg4JUUzJTgzJTg0JUUzJTgyJUEyJUUzJTgzJUJDJUUzJTgyJUIzJUUzJTgzJUIzJUUzJTgzJTgwJUUzJTgyJUFGJUUzJTgyJUJGJUUzJTgzJUJDJUVGJUJDJTg5Lw--/RS=%5eADBRwHRJF7yCVBTP3tpXT5ZaX1EsO8-;_ylt=A2RCAwUTvANdkXoAK0GU3uV7


№80 海老江振興会ニュース 

6 

    

平
成
31
年
及
び
令
和
元
年
度 

 

○
地
域
振
興
関
係 

射
水
市
地
域
振
興
会
連
合
会
表
彰
（
令
和
元
年
６
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 

守 

隆 

司 

 
 

海
老
江
地
域
振
興
会
副
会
長 

 

２
期
４
年 

 
 

海
老
江
東
町
自
治
会
長 

 
 
 

２
期
４
年 

 ○
消
防
関
係 

射
水
市
消
防
団 

団
長
表
彰
（
平
成
31
年
１
月
） 

 
 
 
 
 
 

団
員 

 
 

井
伊 

泰
介 

富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
平
成
31
年
３
月
） 

 
 
 

功
績
青
花
章 

 
 
 
 
 

分
団
長 

 
 

鷲
本 

 

亨 

 
 
 

優
良
機
関
員 

 
 
 
 
 
 

班
長 

 
 

岩
井 

克
之 

 

勤
続
銀
章 

 
 
 
 
 
 

団
員 

 
 

関
原 

範
之 

富
山
県
知
事 

現
場
表
彰
（
令
和
元
年
六
月
） 

 
 
 
 
 
 

団
員 

 
 

矢
後 

 

学 

     

    

囲
碁
ク
ラ
ブ
・
囲
碁
同
好
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
表 

水
野 

勝
浩 

こ
の
２
つ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
本
年
２
月
末
で
閉
館
と
な
っ

た
射
水
市
立
足
洗
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
囲
碁
を
楽
し
ん

で
い
た
仲
間
が
、
月
曜
日
に
は
囲
碁
ク
ラ
ブ
、
金
曜
日
に
は

囲
碁
同
好
会
と
２
つ
に
分
か
れ
て
囲
碁
サ
ー
ク
ル
を
発
足

し
た
も
の
で
す
。 

現
在
は
、
両
サ

ー
ク
ル
と
も
仲

間
同
士
が
一
局

終
了
ご
と
に
「
今

の
勝
負
の
要
は
、

こ
こ
の
切
り
で

あ
っ
た
と
か
、
右

角
の
打
ち
込
み

で
あ
っ
た
。」
な

ど
と
反
省
し
な

が
ら
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

会
員
は
、
70
歳
代
が
多
く
高
齢
な
が
ら
仲
間
と
の
会
話

や
囲
碁
を
通
し
て
脳
の
活
性
化
を
促
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
若
々
し
く
あ
り
た
い
と
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
は
、若
い
メ
ン

バ
ー
を
募
り
、
講
座
を

開
い
て
囲
碁
の
基
本

で
あ
る
定
石
か
ら
勉

強
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、希
望
す
る
方
は
是

非
入
会
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
初
心
者
大

歓
迎
で
す
。
待
っ
て
ま

す
。 

 

     

編

集

後

記 
 

令
和
元
年
の
年
に
初
め
て
広
報
の
担
当
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
海
老
江
振
興
会
ニ
ュ
ー
ス
が
、
魅
力

の
あ
る
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
と
な
る
よ
う
、
他
の
広
報
委

員
と
協
力
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

こ
の
令
和
が
、
平
和
で
穏
や
か
な
、
皆
様
に
と
っ
て
も 

幸
せ
な
時
代
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 
 
 
 
 

Ｕ
記 

地

域

活

動

ク

ラ

ブ

紹

介 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 


